
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道拓北養護学校 

学校便り  No.569 

令和 5 年度 第 7 号 

    2023.10.27 

高等部の教育について 

高等部主事 稲葉 麻佐子 

 暑い夏が終わったと思ったら、秋の日差しが気持ちよい 10 月も終わろうとし、朝晩の冷え込みを感じ

る季節となりました。これから訪れる寒い季節を元気に乗り越えていきたいですね！ 

 そのようななか、高等部生徒 31 名は元気に過ごし、１年生は９月に小樽方面へ宿泊研修、２年生は、今

月、札幌市内での自主研修を中心に見学旅行を、３年生もまた JR を使った校外学習が終わり、いよいよ拓

養祭に向けた取り組みが始まろうとしています。 

 

 さて、今年度の高等部、新しくなった学校教育目標のもと以下の３点を柱に教育活動を進めています。 

 １．自ら学び、心豊かに生活できる生徒（知識・技能） 

 ２．考えを伝え、受け止め、深め合える生徒（思考力・判断力） 

 ３．健やかな心と体で、自分も相手も大切にできる生徒（学びに向かう力・人間性） 

 

 卒業後の生徒の姿を思いながら考えた目標には、生活を豊かにしていく主体性、周りの人たちとのかか

わり、そして、自身の心や体を大切にしながら過ごしていってほしいという願いが込められています。 

 以前、卒業を控えたある保護者さんから「卒業ブルー」という言葉を聞いたことがあります。「学校は良

かった。先生方もいっぱいいて、授業も楽しくて…」と。それは、卒業後の新生活への不安が背景にある

言葉でした。 

慣れ親しんだ場所を離れての新生活に不安を感じることは、誰もが経験することと思います。高等部で

は、進路の授業だけでなく、折に触れ将来について話をしたり、各教科の中でも将来の生活を想定した題

材を扱ったりするなどして、卒業後の生活にイメージを持てるように取り組んでいます。１年生から始ま

る、福祉事業所等での現場実習もその一つです。実習に、そして、新生活に踏み出す生徒を、「あなたなら

大丈夫！」と送り出すことが、そのための力を身に付けていくことが高等部の務めであると感じています。

不安を感じたとき、困難にぶつかったときも、しなやかな心と体で向き合える生徒であってほしいと願い

ます。 

最後に、「新しい高等部のリーダーズになろう！」、こちらは高等部ホールに掲げてある、生徒会役員が

中心となってみんなで考えた、今年度の高等部の目標です。一人一人が高等部の主役であり、リーダーに

なろうという思いが込められた目標ですが、これは、卒業後の生活にも置き換えて言えることと感じてい

ます。「新しい生活（自分の人生）のリーダーになろう！」。自分の人生の主役は、自分以外の何者でもあ

りません。一人一人がリーダーとなって、自分らしく卒業後の人生を歩んでいくことを願いながら、まず

は、11 月の拓養祭に向けて、高等部生徒、職員、一致団結して頑張ります！！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 2 年 見学旅行についての報告 

 10 月４日（水）～10 月 6 日（金）、2 泊 3 日の日程で、札幌市内・北広島方面に見学旅行に行ってき

ました。2 年生になってから、生徒みんなで自主研修の研修場所を決めたり、見学場所を調べたりと、事前

学習を行いつつ、本番の旅行に備えました。 

 1 日目は北広島市の「エスコンフィールド北海道」の見学に行ってきました。「スタジアムツアー」では、

普段見られない球場の裏側を、ファイターズガールの方の説明で見学しました。また、電子マネーを使って

の「キャッシュレス買い物学習」に取り組みました。 

2 日目は、見学場所や食事の場所など生徒たちが自分で計画を立てた、自主研修でした。「アオアオ札幌」

（水族館）を見学してから、男子、女子の班に分かれて研修に向かいました。男子は JRタワー展望台での

研修、女子は舞台「リトルマーメイド」の鑑賞に行きました。 

 3 日目は、交流学習ということで、札幌市立みなみの杜高等支援学校を訪問しました。2年生同士、ゲー

ムや自己紹介で交流を深めた後、併設のカフェで昼食をいただきました。 

 2 日間、札幌駅近くの「ANAクラウンプラザホテル札幌」に宿泊しました。慣れない洋室宿泊でしたが、

安全に留意し、部屋のレイアウトなど、工夫しながら宿泊しました。 

 途中、天候もあまり良くなく、体調を崩される生徒もいるなど、必ずしも順調な旅行ではありませんでし

たが、思い出に残る旅行となったのではないでしょうか。生徒の皆さんにとって、少しでも今後の学習につ

ながる、生活の役に立つ旅行であったなら幸いです。           高等部 2 年 森 光広 

中学部・高等部「拓養祭」について 
中学部は 11 月 10 日（金）、高等部は 11 月 17 日（金）に「拓養祭」を実施します。日々の学校生

活で積み重ねてきた生徒たちの学習の成果を御覧いただき、温かい御声援と激励をいただけると幸いで

す。観覧は御家族のみとさせていただきます。当該学年及び企画に限らず、他学年及び他企画の観覧も可

能となっております。 

 詳しい内容や観覧方法につきましては、後日配布されるプログラムでお知らせいたします。また、今年

度からインターネットで写真を販売します。その詳細につきましても後日連絡いたします。 

※下校は通常通り 14:20下校です。              文化・体育部 小野 美穂 

◎お知らせ～感染症予防について 

 各種報道にもみられるように、新型コロナウィルス感染症やインフルエンザウイルス感染症が、流行の兆しを

見せているようです。うがいや手洗いや手指の消毒、マスクをするなど対策を本校では進めてきているところで

す。これから冬に向けて空気がますます乾燥してきます。ご家庭でもさらに留意していただければと思います。 

 

◎児童生徒の登下校(送迎)時について（お知らせとお願い）～寒くなってきました～ 

 ・敷地内は一方通行です。走行は最徐行で行ってください。（走行の際はさらに注意をお願いします。） 

・遅刻、早退の際は各学習場所までの送迎をお願いします。 

・係の誘導や指示に従ってください。 

※冬に向けて、登下校に関してのお知らせを後日配付させていただきますのでよろしくお願いします。 

出席停止期間について 
新型コロナウイルス、インフルエンザは学校保健安全法により出席停止となる感染症です。発症した日を０日目、翌日 

から１日、２日と数えます。同じく解熱した日が０日目、翌日が解熱後１日目です。 

それぞれ出席停止期間が異なりますので、お間違えのないようご確認お願いいたします。 

  
※発症から５日を経過しても症状が軽快してから      ※発症から５日を経過しても解熱してから２日を経過しなければ 

１日を経過しなければ登校はできません。               登校はできません。     （ほけんだより 10月号より抜粋） 


